
 

  

こんにちは、 ２月になり、少しずつではありますが日の出の時間も早くなってきました。皆さんはお元気で

しょうか。 今の時期は、受験シーズン真っただ中でもありますね。 子どもたちが一生懸命、受験勉強に励

み、チャレンジしている頃かと思います。 さて、お子さまやお孫さん、または自分の合格祈願のお参りに行

って、神社で梅の花を見かけたことはありませんでしたか？ 梅の花は、ちょうど今頃から咲き始めます。 受

験の合否を桜の花で表現したりもしますが、学問の神様といわれている菅原道真は、梅の花をたいそう好んで

いました。 歴史に詳しくない方でも、菅原道真という人物の名前だけはご存知の方も多いと思います。 時

は平安時代。 道真は、学者の家柄であった菅原家に生まれ、昌泰４年（901 年）、学者としては異例ともい

える右大臣の役職につきました。 しかし、当時の左大臣、藤原時平は道真をよく思っていませんでした。 つ

いに道真は藤原氏の陰謀により、福岡の大宰府に左遷されてしまいます（※このエピソードには諸説あり）。 梅

の花を特別に愛でていた道真は、邸宅を去る際、植えてあった梅に次のような和歌を詠みました。 「東風吹

かば にほひをこせよ 梅の花 主なしとて 春を忘るな（春な忘れそ）」。 「東風」というのは春の風のことで

す。 というわけで、意味は、「春風が吹いたら、においを大宰府まで送っておくれ、梅の花よ。 主人がいな

いからと言って春を忘れてはならぬぞ。」…といったところでしょうか。 梅の木は道真を追って大宰府まで飛

んでいき、根を下ろしたそうです。 この伝説は「飛梅伝説」と呼ばれています。 ちなみに、道真が左遷先

で無念の死を遂げて以降、都で飢饉など異変が続出し、道真の呪いか、たたりか！？と考えた当時の人々は、

道真を鎮めるために天神様として祀るようになりました。 それが現代の私たちの合格祈願と結びついていま

す。 遠い昔の伝説なのに、時代は令和に移り変わっても、受験シーズンに梅の花が咲くのは興味深いですね。 

桜とはまた違った魅力を放つ梅の花。 梅の花が咲き始めたら、もうすぐ春がやってきます。 季節の変わり

目は体調を崩しやすくなりますので、どうぞご自愛ください。          院長  祁答院 公興 
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